
市政を問う 一般質問
12名の議員登壇
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2．土
つち

屋
や

　健
けん

一
いち
（無所属自由クラブ）…………………………………………………………… P12　

◦各小学校区（20校区）における周辺集落（自治会）に対する振興策、
　若者定住・移住促進策、子育て支援策

3．久
ひさ

長
なが

　登
と

良
ら

男
お
（新生会）………………………………………………………………………… P13　 

◦閉校後の小・中・高校跡地　　◦鶏舎建設に係る対応　　◦宅地分譲整備事業

4．重
しげ

久
ひさ

　昌
まさ

樹
き
（無所属自由クラブ）…………………………………………………………… P14　 

◦豪雨災害　　◦防災対策　　◦光回線の整備　

5．海
うみ

野
の

　隆
りゅう

平
へい
（無所属自由クラブ）…………………………………………………………… P15　

◦空店舗対策　　◦図書館利用者の情報提供

6．徳
とく

峰
みね

　一
かず

成
なり
（日本共産党）……………………………………………………………………… P16　　

◦市役所再編、住民説明会、市民アンケート　　◦財部高校跡地の利活用
◦豪雨災害の対策と教訓　　◦公衆トイレの洋式化

7．迫
さこ

　杉
すぎ

雄
お
（誠和会）… ……………………………………………………………………………… P17　

◦空家対策　　◦山中貞則顕彰館　

8．鈴
すず

木
き

　栄
えい

一
いち
（無所属自由クラブ）…………………………………………………………… P18　 

◦技能実習生の状況　　　◦ドローンの活用状況　

9．大
おお

川
かわ

内
うち

　冨
とみ

男
お

（新生会）………………………………………………………………………… P19 
◦財部駅前屋台村　　◦自治会　　◦教育問題

10．松
まつ

ノ
の

下
した

　いずみ（誠和会）… ……………………………………………………………… P20　
◦高齢者運転　　◦人工林伐採　　◦大川原渓谷

11．今
いま

鶴
づる

　治
はる

信
のぶ

（新生会）… ………………………………………………………………………… P21 
◦中津橋の復旧工事　　◦自殺対策

12．岩
いわ

水
みず

　豊
ゆたか
（新生会）… ……………………………………………………………………………… P22

◦市政運営　　◦道の駅すえよしの子牛モニュメント　　◦災害時の対応

問質問の時間は。答本市では原則として答弁を含めず50分以内です。

一般質問とは議員が市政全般にわたり、市の考えを問うものです。
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緊急時の職員対応体制
の強化を

市長／若い職員の養成を図りたい

問　
７
月
４
日
以
降
の
岩

川
市
街
地
水
道
水
に
ご
り

事
案
に
対
し
て
、
大
隅
支

所
の
職
員
体
制
が
整
っ
て

な
い
が
、
こ
の
ま
ま
で
良

い
か
と
市
民
か
ら
問
合
せ

が
寄
せ
ら
れ
た
。
市
長
の

考
え
は
。

市
長　

将
来
的
に
若
い
水

道
専
門
職
員
を
含
め
職
員

の
養
成
を
行
い
市
の
体
制

を
整
え
た
い
。

思
い
や
り
バ
ス・タ
ク
シ
ー

問　

運
行
に
関
し
て
の
考

え
は
。

市
長　

高
齢
化
率
の
高
い

本
市
に
お
い
て
、
交
通
手

段
の
確
保
の
た
め
、
重
要

な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。

現
状
の
交
通
体
制
を
維
持

し
な
が
ら
、
健
全
な
運
営

に
努
め
た
い
。

市
長　

終
戦
後
の
昭
和
24

年
頃
着
手
し
、
大
型
機
械

が
な
い
時
代
で
人
海
戦
術

に
よ
り
、
約
１
０
０
人
の

作
業
員
で
モ
ッ
コ
に
よ
る

土
砂
の
運
搬
や
掘
削
で
築

堤
等
を
造
り
あ
げ
た
と
の

記
録
が
あ
る
。
近
年
は
、

強
固
な
構
造
物
等
に
復
旧

し
、
河
川
の
狭
い
箇
所
等

は
、
局
部
改
修
等
の
事
業

を
実
施
し
て
い
る
。

問　

堤
防
建
設
工
法
の
現

在
の
工
法
と
の
違
い
は
。

市
長　

大
隅
地
域
振
興
局

曽
於
駐
在
に
よ
る
と
、
現

在
の
設
計
基
準
に
比
較
す

る
と
河
川
幅
が
狭
く
、
護

岸
の
構
造
も
弱
い
と
の
見

解
で
あ
る
。

問　

堤
防
決
壊
防
止
策
は
。

市
長　

甚
大
な
災
害
防
止
・

軽
減
を
図
る
た
め
、
地
元

住
民
の
協
力
を
得
な
が
ら
、

河
川
管
理
者
で
あ
る
県
に

対
し
て
早
急
な
災
害
復
旧

等
を
要
望
し
て
い
く
。

問　

今
の
制
度
に
プ
ラ
ス

し
て
乗
り
合
い
自
家
用
車

（
仮
称
）の
活
用
は
ど
う
か
。

法
律
上
の
壁
も
あ
る
が
、

今
後
の
検
討
課
題
と
し
て

は
。

市
長　

本
市
に
最
も
適
し

た
公
共
交
通
に
つ
い
て
直

ち
に
答
え
が
出
る
も
の
で

は
な
い
が
、
今
後
導
入
可

能
か
検
討
し
て
い
き
た
い
。

大
淀
川
堤
防
決
壊

問　

堤
防
工
事
の
経
過
は
。

上
かみ
村
むら
　龍

たつ
生
お

（創政会）

おもいやりタクシー

補修後の堤防
被災時残っていたのは左側雑草部分だけ

ちょっとひとりごと

災害対応インフラ
整備は抜本的な対
策を !!

本 議 会
一般質問の様子

11 ☆一般質問とは議員が市政全般にわたり市の考えを問うものです。



子育て世代に強力な
支援を

市長／重要課題として受け止めている

問　

人
口
減
少
が
著
し
い
。

若
者
が
定
住
で
き
る
条
件

整
備
は
。
特
に
山
村
部
へ

の
支
援
策
は
。

市
長　

住
宅
取
得
祝
金
、

空
家
バ
ン
ク
住
宅
の
改
修

補
助
金
、
移
住
、
就
業
支

援
金
、
子
ど
も
医
療
費
助

成
、
保
育
料
の
軽
減
な
ど

実
施
し
て
い
る
。
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー
も
活
用
し

て
ほ
し
い
。
山
村
部
へ
特

化
し
た
定
住
支
援
は
今
の

と
こ
ろ
は
な
い
。

問　

小
学
校
区
ご
と
に
児

童
が
居
住
す
る
自
治
会
数
、

遠
い
順
に
自
治
会
名
と
そ

の
距
離
は
。

教
育
長　

「
別
表
」
の
と

お
り
。

通
学
バ
ス

問　

集
団
登
下
校
は
。

教
育
長　

柳
迫
小
学
校
で

12
自
治
会
78
人
が
、
光
神

小
学
校
で
は
８
自
治
会
14

人
が
登
校
し
て
い
る
。
下

校
の
実
施
は
な
い
。
こ
の

２
校
以
外
で
集
団
登
下
校

は
な
い
。

問　

財
部
の
通
学
バ
ス
を

廃
止
す
る
の
か
。

教
育
長　

廃
止
す
る
考
え

は
な
い
。
市
内
全
域
を
、

ど
う
す
る
の
か
、
検
討
に

入
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。18年目をむかえる財部の通学バス

ちょっとひとりごと

土
つち
屋
や
　健

けん
一
いち

（無所属自由クラブ）

曽於市議会だより№ 58 令和元年11月15日発行

本 議 会
一般質問の様子

財部の通学バスはもうすぐ18年目。安全安
心、送迎負担ゼロに寄与してきた。山村集
落では保育園と学童保育は必須。児童の送
迎は日常的。母親はフルタイムの仕事に就
けない。山村に限らず子育て世代の支援は
通学バスが鍵になりそう。

児童の居住状況（別表）
校区名 児童居住

自治会数 自治会名（㎞）

末 吉 小 79 深川東（3.7）橋野東（3.4）
松尾（3.3）

檍 小 8 柿木下 2区（2.9）坂元（2.6）
見帰（2.0）

高 岡 小 2 高岡上（1.5）高岡下（0.2）
岩 北 小 8 有持上（3.4）栫井上（3.1）栫（2.6）
岩 南 小 4 丸山下（3.2）宮原（0.9）前田（0.4）
諏 訪 小 17 田方（3.8）西高松（2.4）胡麻（2.1）

光 神 小 8 五位塚東（3.9）五位塚（3.2）
外園前（3.0）

深 川 小 10 坂下（3.6）小倉（3.1）友常（2.4）
柳 迫 小 12 蓑原（2.0）後迫（1.8）国原西（1.7）

岩 川 小 27 あけぼの（3.1）西山（2.8）
東旭ヶ丘（2.6）

菅牟田小 3 新田場（1.0）入角（0.6）
菅牟田（0.3）

笠 木 小 4 馬渡（1.7）西鍋（1.2）西笠木（0.4）

大隅北小 4 榎木段（4.3）坂元（3.7）
おりた（1.6）

恒 吉 小 6 上須田木（6.5）中大谷（3.2）
神牟礼（2.1）

大隅南小 2 里脇（1.9）伊屋松（1.0）

月 野 小 13 太田尾（4.6）八合原（3.1）
久保崎（3.8）

財 部 小 47 上平野（4.9）古井東（4.7）
川内（3.7）

財部北小 8 吉ヶ谷（4.5）高塚（3.8）大峯（3.2）

財部南小 9 今別府（1.5）下中野（1.5）
片蓋（1.0）

中 谷 小 3 堤（1.3）溝ノ口（0.2）中谷（0.1）
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ちょっとひとりごと

市民の声を大切にしよう

閉校の小・中・高校は
何校か

市長／中学校 7校、
　　　高校２校の計９校である

問　
現
在
の
管
理
状
況
は
。

市
長　

岩
川
高
校
は
、
教

育
委
員
会
総
務
課
が
管
理

し
、
財
部
高
校
は
、
県
が

管
理
し
て
い
る
。
中
学
校

は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

問　

市
長
は
一
連
の
流
れ

を
把
握
し
て
い
た
の
か
。

市
長　

平
成
31
年
３
月
７

日
鶏
舎
建
設
に
係
る
対
応

に
つ
い
て
飯
野
、
西
飯
野

自
治
会
よ
り
提
出
が
市
長

及
び
議
長
宛
に
文
書
が
き

て
知
り
得
た
。

問　

今
後
こ
の
様
な
案
件

に
つ
い
て
は
役
所
内
で
協

議
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

市
長　

今
後
は
、
十
分
協

議
し
て
い
く
。

宅
地
分
譲
整
備
事
業

問　

財
部
地
域
に
計
画
さ

れ
て
い
た
、
分
譲
地
は
確

定
し
た
か
。

市
長　

複
数
の
候
補
地
を

三
役
で
現
地
確
認
作
業
を

行
っ
て
い
る
が
、
ま
だ
確

定
し
て
い
な
い
。

鶏
舎
建
設
に
係
る
対
応

問　

財
部
町
川
畑
地
区
に

建
設
の
鶏
舎
に
つ
い
て
現

在
ま
で
の
経
緯
は
。

大
休
寺
副
市
長　

平
成
25
年

２
月
４
日
㈱
エ
ビ
ス
商
事

よ
り
畜
産
環
境
保
全
意
見

書
交
付
申
請
書
提
出
。
飼

養
規
模
十
万
五
千
羽
６
棟
。

　

平
成
27
年
10
月
13
日
建

設
計
画
反
対
陳
情
書
が
飯

野
、
西
飯
野
自
治
会
よ
り

議
会
へ
提
出
。

　

平
成
30
年
１
月
５
日
児

玉
孝
一
氏
畜
産
環
境
保
全

意
見
書
交
付
申
請
書
提
出
。

飼
養
規
模
６
万
羽
３
棟
。

　

同
年
２
月
16
日
畜
産
経

営
環
境
保
全
に
関
す
る
意

見
書
交
付
（
市
か
ら
児
玉

孝
一
氏
）

　

同
年
９
月
12
日
建
築
確

認
申
請
（
申
請
主
か
ら
市

を
経
由
し
て
県
へ
）

久
ひさ
長
なが
　登

と
良
ら
男
お

（新生会）

財部南中学校跡

川畑地区の養鶏建設に対する看板

学校名 校舎 体育館 運動場
南之郷中学校（福）南之郷

さと
に譲渡 社会教育課管理

大隅北中学校 大隅支所地域振興課管理
太陽光発電施設として貸付
（体育館解体）

月野中学校 大隅支所地域振興課管理第 2運動場の一部太陽光発電施設として貸付
恒吉中学校 大隅支所地域振興課管理

財部北中学校 ㈲サイバーウェーブに貸付 社会教育課管理

財部南中学校
財部支所
地域振興課管理 社会教育課管理

※特別教室棟南榮工業㈱に貸付
中谷中学校 社会教育課管理

本 議 会
一般質問の様子

13 ☆一般質問の掲載内容は、登壇議員本人の文責により質問と答弁を要約したものです。



問　

豪
雨
に
対
す
る
流
末

対
策
と
排
水
路
の
現
状
に

問
題
は
な
い
か
。

市
長　

排
水
路
の
断
面
不

足
か
ら
家
屋
の
浸
水
や
道

路
冠
水
が
多
く
見
受
け
ら

れ
る
。

問　

市
と
し
て
の
対
応
策

は
。

市
長　

排
水
路
の
断
面
不

足
の
解
消
と
排
水
不
良
箇

所
の
改
善
を
年
次
的
に
進

め
て
い
る
。

　

今
回
の
災
害
も
側
溝
が

許
容
範
囲
を
超
え
て
オ
ー

バ
ー
フ
ロ
ー
し
た
こ
と
が

原
因
で
あ
る
こ
と
も
多
か

っ
た
。
原
型
復
旧
が
原
則

だ
が
、
国
も
改
良
復
旧
に

理
解
を
示
し
て
い
る
の
で

更
に
要
望
し
て
い
く
。

防
災
対
策

問　

今
回
の
豪
雨
に
伴
う

避
難
所
の
避
難
状
況
は
。

市
長　

市
内
で
20
カ
所
避

難
所
を
開
設
し
、
１
２
８

世
帯
１
９
３
人
で
あ
る
。

問　

消
防
団
や
自
主
防
災

組
織
と
の
連
携
は
。

市
長　

消
防
団
は
、
避
難

勧
告
等
発
令
時
に
は
、
幹

部
は
本
庁
・
支
所
庁
舎
に
、

各
分
団
員
は
各
詰
所
に
待

機
す
る
。
自
主
防
災
組
織

は
、
災
害
時
に
備
え
非
常

食
な
ど
の
備
蓄
や
炊
き
出

し
訓
練
な
ど
を
実
施
し
て

い
る
。

問　

避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ

ア
ル
の
策
定
状
況
は
。

総
務
課
長　

平
成
31
年
３

月
に
策
定
し
た
が
公
表
は

し
て
い
な
い
。

問　

自
主
防
災
組
織
の
手

引
書
を
策
定
し
て
市
民
防

災
へ
の
意
識
づ
け
が
必
要

で
は
な
い
か
。

総
務
課
長　

自
主
防
災
組

織
や
市
民
に
示
す
こ
と
で

全
体
の
防
災
に
対
す
る
意

識
が
高
ま
る
と
思
わ
れ
る
。

光
回
線
の
整
備

問　

未
整
備
地
区
の
整
備

に
向
け
た
取
り
組
み
状
況

は
。

市
長　

計
画
を
予
定
し
て

い
る
地
区
は
な
い
。

問　

未
整
備
地
区
か
ら
は

光
回
線
整
備
の
要
望
が
多

い
が
、
今
後
ど
の
よ
う
に

考
え
る
か
。

市
長　

情
報
通
信
社
会
に

入
っ
て
く
る
と
思
う
。

我
々
も
努
力
し
て
い
く
。

豪雨による排水路等の
現状は

市長／断面不足から道路冠水等が多く
見受けられる

ちょっとひとりごと

重
しげ
久
ひさ
　昌

まさ
樹
き

（無所属自由クラブ）

自分の命は自分で守る。
早い避難行動を。

曽於市議会だより№ 58 令和元年11月15日発行

本 議 会
一般質問の様子

曽於市内の光回線の整備状況
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空店舗対策は

市長／商工会と連携して進めている

問　
市
内
空
店
舗
の
現
状

を
ど
う
受
け
止
め
て
い
る

か
。

市
長　

大
手
ス
ー
パ
ー
や

コ
ン
ビ
ニ
の
進
出
、
車
社

会
発
展
、
少
子
高
齢
化
の

進
行
に
よ
り
地
域
商
店
は

軒
並
み
閉
店
し
て
い
る
。

問　

市
内
旧
商
店
街
空
店

舗
の
状
態
は
。

市
長　

５
つ
の
商
店
街
・

通
り
会
が
あ
る
。
商
工
会

の
調
査
で
は
総
店
舗
数

２
１
０
店
舗
で
空
店
舗
が

42
店
舗
で
あ
る
。

問　

今
後
の
空
店
舗
に
対

す
る
対
応
は
。

市
長　

商
工
会
と
連
携
し

て
「
伴
走
型
小
規
模
事
業

者
支
援
推
進
事
業
」
を
進

め
て
い
る
。
ま
た
、
市
単

独
事
業
と
し
て
新
規
就
業

者
や
後
継
者
へ
の
支
援
事

業
、
設
備
投
資
や
資
金
借

入
の
利
子
補
給
事
業
、
店

舗
改
装
事
業
費
補
助
金
の

３
つ
の
事
業
を
柱
と
し
て

い
る
。

問　

旧
３
町
全
体
の
実
態

調
査
は
。

市
長　

今
後
実
施
し
た
い
。

問　

空
店
舗
バ
ン
ク
の
設

置
は
。

市
長　

空
家
バ
ン
ク
と
同

様
に
進
め
て
い
き
た
い
。

図
書
館
利
用
者
の

情
報
提
供

問　

県
警
か
ら
任
意
の

「
捜
査
関
係
事
項
照
会
」

の
依
頼
を
受
け
た
こ
と
は

あ
る
か
。

海
うみ
野
の
　隆

りゅう
平
へい

（無所属自由クラブ）

教
育
長　

市
立
図
書
館
に

お
い
て
は
な
い
。

問　

図
書
の
利
用
カ
ー
ド
、

個
人
カ
ー
ド
の
管
理
は
。

教
育
長　

本
館
、
大
隅
分

館
、
財
部
分
館
共
に
図
書

館
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
管
理

で
あ
る
。

問　

南
日
本
新
聞
社
の
ア

ン
ケ
ー
ト
項
目
に
「
個
別

に
判
断
す
る
」
と
あ
る
が

具
体
的
に
は
。

教
育
長
利
用
者
の
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
を
守
る
の
が
使
命

で
あ
り
基
本
的
に
は
情
報

は
提
供
出
来
な
い
。
緊
急

性
や
人
命
に
関
わ
る
重
要

性
が
あ
る
場
合
は
、
個
人

情
報
保
護
条
例
に
照
ら

し
、
教
育
委
員
会
で
判
断

し
た
い
。

問　

市
と
し
て
の
判
断
基

準
は
。

市
長　

本
市
と
し
て
の
判

断
基
準
を
検
討
し
た
い
。

ちょっとひとりごと

空店舗対策は
今でしょう

利用者のプライバシー
大事にしましょう

☆曽於市議会では、インターネットによるライブ中継や録画放送を行っています。

本 議 会
一般質問の様子
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問　

本
庁
・
支
所
機
能
再

編
等
市
民
説
明
会
・
市
民

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
は
。

市
長　

市
民
説
明
会
は
13

会
場
で
82
人
出
席
。
市
民

ア
ン
ケ
ー
ト
は
３
千
人
に

送
付
。
回
答
者
数
は
１
０

１
１
人
で
あ
る
。
本
庁
・

支
所
機
能
再
編
に
つ
い
て

は
、
概
ね
５
９
・
８
％
が
賛

成
で
あ
っ
た
。

問　

市
民
説
明
会
の
出
席

者
が
82
人
と
少
な
い
。
わ

ず
か
１
人
出
席
の
会
場
が

３
会
場
も
あ
っ
た
。
ア
ン

ケ
ー
ト
の
回
答
者
も
少
な

い
。
本
庁
・
支
所
機
能
再

編
に
賛
成
は
６
割
で
あ
っ

た
。
こ
う
し
た
な
か
、
市

長
は
市
役
所
再
編
を
進
め

る
考
え
か
。

市
長　

今
後
、
計
画
通
り

に
進
め
て
い
き
た
い
。

公
衆
ト
イ
レ
の
洋
式
化
に

力
を
入
れ
よ

問　

汲
み
取
り
式
の
公
衆

ト
イ
レ
が
42
施
設
残
っ
て

い
る
の
は
驚
き
で
あ
る
。

早
急
に
改
善
す
べ
き
で
は
。

市
長　

引
き
続
き
水
洗
化

に
力
を
入
れ
た
い
。

問　

高
齢
者
、
障
害
者
、

若
い
世
代
に
洋
式
化
水
洗

ト
イ
レ
の
要
望
が
多
い
が
、

遅
れ
て
い
る
。
末
吉
駅
舎

跡
を
皮
切
り
に
抜
本
改
善

を
求
め
た
い
。

市
長　

そ
の
方
向
で
改
善

し
た
い
。

財
部
高
校
跡
地
利
活
用

問　

６
月
議
会
で
、
看
護

短
期
大
学
の
誘
致
は
断
念

す
べ
き
と
質
問
し
た
。
検

討
結
果
は
。

市
長　

誘
致
は
厳
し
く
、

白
紙
と
し
た
い
。

問　

一
方
、
鹿
大
と
宮
大

の
獣
医
学
部
の
研
究
施
設

は
、
畜
産
農
家
の
疾
病
も

診
察
が
あ
り
、
本
市
の
畜

産
振
興
に
大
き
な
プ
ラ
ス

に
な
る
。
市
議
会
と
力
を

合
わ
せ
、
誘
致
に
力
を
入

れ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

市
長　

そ
う
し
た
立
場

で
、
力
を
入
れ
て
い
き
た

い
。

末吉駅舎跡の和式トイレ

末吉本庁への市役所再
編は

市長／計画通りに進めていきたい

ちょっとひとりごと

徳
とく
峰
みね
　一

かず
成
なり

（日本共産党）

末吉本庁への市役所再編
は大隅・財部市民の納得
が不可欠。

曽於市議会だより№ 58 令和元年11月15日発行

　

財
部
高
校
跡
地
利

活
用
を
進
め
る
た
め

学
生
が
利
用
し
や
す

い
列
車
運
行
の
改
善

を
「鹿児島から
財部駅着午前中の
ダイヤ」

6：56着
10：27着

本 議 会
一般質問の様子
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山んなかマーケット開催中夜市でのピアノ演奏の様子

山中顕彰館入館増を
図れ

市長／郷土の偉人として後世に
　　　広く伝承する

問　
山
中
顕
彰
館
の
入
館

者
数
は
。

市
長　

平
成
30
年
度
は
、

３
４
０
２
人
で
あ
る
。

問　

入
館
者
増
の
た
め
の

取
り
組
み
は
。

市
長　

施
設
を
管
理
す
る

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
山
中
顕
彰
会

と
地
域
お
こ
し
協
力
隊
が

中
心
に
な
り
『
山
ん
な
か

マ
ー
ケ
ッ
ト
』
の
開
催
や

観
光
協
会
等
に
市
内
観
光

周
遊
ル
ー
ト
に
顕
彰
館
を

追
加
し
て
も
ら
う
な
ど
、

新
た
な
集
客
に
つ
な
が
る

取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。

問　

駐
車
場
確
保
は
。

市
長　

敷
地
内
外
に
23
台
、

民
有
地
に
約
30
台
確
保
し

て
い
る
。

問　

顕
彰
館
前
市
道
拡
幅

改
修
は
。

市
長　

平
成
27
年
度
に
予

算
化
し
た
が
、
土
地
相
続

の
関
係
で
購
入
を
断
念
し
、

現
在
も
拡
幅
改
修
で
き
な

い
状
態
で
あ
る
。

迫
さこ
　杉

すぎ
雄
お

（誠和会）

問　

隣
接
の
空
家
の
状
態

が
景
観
を
大
変
悪
く
し
て

い
る
。
土
地
購
入
に
最
大

の
努
力
を
し
、
合
わ
せ
て

県
道
５
０
０
号
か
ら
の
市

道
深
川
南
線
も
改
修
す
べ

き
で
あ
る
。

市
長　

今
後
、
土
地
相
続

並
び
、
市
道
深
川
南
線
の

対
応
も
検
討
す
る
。

年
々
増
え
て
い
く
空
家
に

対
す
る
取
り
組
み

問　

空
家
、
危
険
廃
屋
の

現
状
は
。

市
長　

空
家
状
態
は
、
平

成
23
年
調
査
後
、
多
く
の

空
家
が
発
生
し
て
い
る
。

所
有
者
か
ら
危
険
廃
屋
に

つ
い
て
相
談
が
あ
り
、
調

査
し
た
。
本
年
度
、
実
態

を
把
握
す
る
た
め
業
務
委

託
を
発
注
し
て
い
る
。

問　

本
市
に
お
け
る
特
定

空
家
は
ど
う
か
。

市
長　

現
在
認
定
し
た
実

績
は
な
い
。
危
険
廃
屋
の

一
部
の
み
把
握
し
て
い
る
。

　

今
後
、
空
家
の
所
有
者

に
つ
い
て
調
査
し
、
空
家

対
策
審
議
会
の
意
見
を
聞

き
、
立
ち
入
り
調
査
を
し

た
う
え
で
是
正
の
た
め
の

助
言
や
指
導
を
行
い
、
是

正
さ
れ
な
い
場
合
は
行
政

代
執
行
等
の
対
応
な
ど
慎

重
に
判
断
を
し
て
進
め
る
。

☆誰もが政治家に寄附を求めることは禁止されています。（公職選挙法より）

ちょっとひとりごと

入館増は顕彰館前市道の
改修並びに景観・環境整
備だよな

本 議 会
一般質問の様子
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問　

外
国
人
技
能
実
習
生

を
雇
用
し
て
い
る
企
業
、

農
家
は
届
け
が
必
要
か
。

市
長　

届
け
の
義
務
は
、

な
い
。

問　

雇
用
し
て
い
る
企
業
、

農
家
の
数
は
。

市
長　

正
確
な
数
字
は
、

つ
か
ん
で
な
い
が
、
企
業

は
３
企
業
、
農
家
数
は
25

戸
程
度
で
あ
る
。

問　

国
別
人
数
と
総
数
は
。

市
長　

総
数
は
３
１
３
人

程
度
で
あ
る
。
主
な
国
別

人
数
は
、
ベ
ト
ナ
ム
が
１

７
８
人
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
が

48
人
、
中
国
が
36
人
。

問　

住
民
登
録
す
れ
ば
納

税
義
務
が
あ
る
が
、
現
状

は
。

市
長　

一
般
市
民
と
同
じ

納
税
義
務
が
あ
る
。
国
民

年
金
は
減
免
措
置
が
あ
る
。

問　

技
能
実
習
生
の
支
援

策
は
。

八
木
副
市
長　

今
後
、
雇

用
先
と
意
見
交
換
会
を
行

い
、
関
係
者
、
関
係
機
関

と
協
議
を
し
て
い
く
。

ド
ロ
ー
ン
の
活
用
状
況

問　

ド
ロ
ー
ン
の
機
数
、

資
格
者
の
人
数
は
。

市
長　

本
市
は
２
機
保
有

し
、
予
備
バ
ッ
テ
リ
ー
は

８
個
で
あ
る
。
資
格
者
は

職
員
が
18
人
、
消
防
団
員

が
９
人
で
あ
る
。

問　

ド
ロ
ー
ン
の
利
用
状

況
は
。

市
長　

災
害
現
場
の
被
災

状
況
や
広
報
活
動
の
映
像

制
作
で
活
用
。

問　

過
去
３
年
間
の
、
行

方
不
明
者
の
件
数
と
ド
ロ
ー

ン
に
よ
る
捜
索
件
数
は
。

市
長　

28
年
は
３
件
、
29

年
３
件
、
30
年
10
件
、
ド

ロ
ー
ン
に
よ
る
捜
索
は
１

件
で
あ
る
。

問　

農
業
公
社
で
ド
ロ
ー

ン
に
よ
る
薬
剤
散
布
は
考

え
て
い
な
い
か
。

市
長　

今
後
検
討
す
る
。

曽於市で頑張っています

空から見守り

外国人技能実習生への
支援策は

市長／今後協議していく

ちょっとひとりごと

鈴
すず
木
き
　栄

えい
一
いち

（無所属自由クラブ）

飛べたらなぁー

曽於市議会だより№ 58 令和元年11月15日発行

本 議 会
一般質問の様子
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やがて屋台村で賑わうであろう
財部駅前の現在

本当にできるのか
財部駅前屋台村

市長／同業者の要望もあり私としては
造りたい

問　
公
約
で
あ
っ
た
屋
台

村
は
前
年
質
問
し
た
時
は

ほ
と
ん
ど
手
付
か
ず
で
あ
っ

た
が
、
１
年
経
っ
て
計
画

は
ど
の
よ
う
に
進
ん
で
い

る
の
か
。

市
長　

全
体
構
想
も
、
収

支
計
画
も
、
財
部
駅
に
特

急
を
停
め
て
も
ら
う
Ｊ
Ｒ

と
の
交
渉
、
ま
た
運
営
に

つ
い
て
も
、
開
業
を
い
つ

に
す
る
か
も
決
め
て
い
な

い
。

問　

今
期
の
任
期
中
に
、

本
当
に
出
来
る
の
か
。

市
長　

地
元
に
良
い
食
材

も
あ
り
、
地
元
の
同
業
者

も
、
屋
台
村
を
造
っ
て
ほ

し
い
と
の
要
望
も
あ
る
。

私
と
し
て
は
造
り
た
い
。

自
治
会
加
入

問　

各
町
の
加
入
率
は
。

市
長　

末
吉
町
64
・
６
％
、

大
隅
町
77･

４
％
、
財
部

町
78･

９
％
で
あ
る
。

問　

市
役
所
職
員
の
未
加

入
者
は
何
人
か
。

市
長　

市
内
在
住
の
職
員

３
２
３
人
中
61
人
で
あ
る
。

問　

職
員
の
採
用
時
に
自

治
会
加
入
の
確
約
を
取
る

べ
き
で
は
。

市
長　

採
用
時
に
お
願
い

は
し
て
い
る
が
、
法
律
で

大
おお
川
かわ
内
うち
　冨

とみ
男
お

（新生会）

決
ま
っ
て
な
い
の
で
、
そ

れ
は
で
き
な
い
。

問　

地
割
し
て
全
員
加
入

の
研
究
を
す
べ
き
で
は
。

市
長　

集
落
支
援
員
と
も

相
談
し
て
い
く
。

バ
ス
通
学

問　

財
部
町
の
バ
ス
通
学

と
末
吉
町
・
大
隅
町
の
徒

歩
通
学
に
不
公
平
が
あ
る
。

早
急
な
統
一
を
。

教
育
長　

学
校
長
・
Ｐ
Ｔ

Ａ
代
表
・
ス
ク
ー
ル
バ
ス

運
行
地
域
の
保
護
者
・
民

生
委
員
等
で
、
本
市
小
学

校
通
学
対
策
協
議
会
を
立

上
げ
検
討
す
る
。

問　

財
部
町
の
バ
ス
通
学

を
継
続
す
る
の
で
あ
れ
ば

末
吉
町
・
大
隅
町
も
同
様

に
す
べ
き
で
は
。

教
育
長　

財
部
方
式
と
は

な
ら
な
い
か
も
し
れ
な
い

が
、
同
様
の
通
学
が
で
き

る
よ
う
最
善
の
方
策
を
取
っ

て
い
く
。

ちょっとひとりごと

屋台村が出来
たら１度は飲
みに行ってみ
たいナー

2㎞以上はバス通学の
財部町

遠い所でも徒歩通学の
大隅町・末吉町

☆政治家が落成式、開店祝い等への花輪を出すことは禁止されています。（公職選挙法より）

本 議 会
一般質問の様子
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問　

免
許
返
納
者
の
思
い

や
り
タ
ク
シ
ー
・
バ
ス
無

料
乗
車
券
の
期
間
を
３
年

か
ら
５
年
に
変
更
で
き
な

い
か
。

市
長　

限
ら
れ
た
期
間
で

あ
る
の
で
延
長
で
き
な
い

か
検
討
す
る
。

問　

高
齢
者
の
事
故
防
止

の
た
め
、
ア
ク
セ
ル
と
ブ

レ
ー
キ
踏
み
間
違
え
防
止

装
置
の
装
着
に
補
助
で
き

な
い
か
。

市
長　

後
付
け
部
品
も
品

不
足
と
聞
い
て
い
る
。
ど

れ
く
ら
い
支
援
で
き
る
か

検
討
し
た
い
。

人
工
林
伐
採

問　

伐
採
届
が
厳
し
く
な
っ

た
が
変
化
が
あ
る
か
。

市
長　

伐
採
届
出
件
数
、

提
出
面
積
が
減
少
し
て
お

り
、
以
前
と
比
べ
る
と
道

路
破
損
な
ど
の
苦
情
は
聞

い
て
な
い
。

問　

伐
採
後
の
現
場
確
認

が
必
要
だ
と
思
う
が
。

市
長　

森
林
環
境
譲
与
税

基
金
を
活
用
し
て
し
っ
か

り
管
理
し
て
い
く
。

問　

林
縁
木
と
な
っ
た
雑

木
な
ど
が
伐
採
さ
れ
ず
に

残
っ
て
い
る
が
。

市
長　

市
道
、
農
道
沿
い

は
地
権
者
に
切
っ
て
も
ら

う
よ
う
に
お
願
い
す
る
。

大
川
原
渓
谷

問　

滝
下
右
岸
の
遊
歩
道

が
法
面
崩
壊
、
木
柵
脱
落

腐
食
が
発
生
し
て
い
る
が
。

市
長　

９
月
補
正
予
算
で

計
上
し
て
お
り
、
河
川
護

岸
工
事
後
対
応
す
る
。

問　

公
園
入
口
の
ガ
ー
ド

パ
イ
プ
破
損
、
ト
ラ
ロ
ー

プ
の
経
年
劣
化
破
断
で
見

苦
し
く
な
っ
て
い
る
が
。

市
長　

発
注
準
備
中
で
あ

り
、
年
次
的
に
交
換
し
て

い
く
。

問　

桐
原
の
滝
、
下
流
一

帯
は
多
数
の
寄
り
洲
が
あ

り
、度
々
氾
濫
し
て
い
る
。

30
年
度
事
業
で
不
完
全
な

除
去
工
事
が
な
さ
れ
て
い

る
が
。

市
長　

住
民
の
安
全
を
守

る
の
が
行
政
の
役
目
、
県

へ
強
く
要
望
し
て
い
く
。

危険な朽ちた木柵

除去されない河川内の土砂

高齢者ドライバー
支援は

市長／支援できるか総合的に
　　　検討したい

ちょっとひとりごと

松
まつ
ノ
の
下
した
　いずみ

（誠和会）

荒れ果てた観光地ほど
寂しいものはない
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中津橋の完成時期は

市長／令和３年 3月末
　　　完成・開通予定である

問　
檍
小
前
の
中
津
橋
決

壊
原
因
は
。

市
長　

梅
雨
の
豪
雨
で
橋

梁
の
左
岸
側
橋
台
の
決
壊

と
下
流
側
河
床
の
洗
掘
が

発
生
し
倒
壊
し
た
。

問　

復
旧
工
事
の
行
程
は
。

市
長　

９
月
末
は
、
国
の

災
害
査
定
・
実
施
設
計
。

11
月
末
に
下
部
工
・
上
部

工
に
分
け
て
発
注
。
６

月
の
梅
雨
時
期

か
ら
４
カ
月
間

は
、
施
行
許
可

が
出
な
い
た

め
、
一
時
中
断

す
る
。
早
期
の

完
成
を
目
指
し

て
い
る
が
、
完

成
予
定
は
、
令

和
３
年
３
月
末

で
あ
る
。

自
殺
対
策

問　

自
殺
対
策
計
画
の
策

定
は
。

市
長　

市
自
殺
対
策
計
画

は
、
現
在
２
４
０
０
人
に

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
、

令
和
２
年
３
月
ま
で
に
策

定
予
定
で
あ
る
。

問　

本
市
の
自
殺
率
の
推

移
は
。（
過
去
10
年
間
）。

今
いま
鶴
づる
　治

はる
信
のぶ

（新生会）

問　

自
殺
の
主
な
原
因
は
。

市
長　

健
康
、
経
済
、
生

活
、
家
庭
問
題
の
順
番
で

あ
る
。

問　

会
派
で
久
留
米
市
の

自
殺
予
防
対
策
の
研
修
に

行
っ
た
。「
自
殺
は
、
そ

の
多
く
が
防
ぐ
こ
と
の
で

き
る
社
会
的
な
問
題
で
あ

る
」
と
い
う
観
点
か
ら
、

図
書
館
で
こ
こ
ろ
の
相
談

カ
フ
ェ
、ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
、

本
屋
等
で
の
啓
蒙
活
動
、

人
材
育
成
の
た
め
の
講
習

会
等
実
施
さ
れ
て
い
た
。

市
の
こ
れ
か
ら
の
取
り
組

み
は
。

福
祉
事
務
所
長　

こ
れ
ま

で
自
殺
予
防
の
た
め
の
相

談
会
や
講
演
会
等
取
り
組

ん
で
い
る
。今
後
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
の
結
果
を
踏
ま
え
、

自
殺
対
策
計
画
を
策
定
す

る
。ちょっとひとりごと

気づいてくだ
さい大切な人
の心の声

自殺率推移（過去 10 年間）

☆政治家が運動会やスポーツ大会に差し入れすることは禁止されています。（公職選挙法より）

決壊した中津橋

H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30

自殺率
（10万人
あたり）

曽於市 35.9 43.6 39.4 42.4 37.7 40.6 12.8 26.0 29.2 26.0

全国 25.7 24.7 24.0 21.8 21.4 20.0 18.9 17.3 16.8 16.5
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問　

今
後
の
採
用
予
定
と

経
費
の
推
移
は
。

市
長　

増
加
す
る
と
見
込

ん
で
い
る
。
来
年
度
は
３

億
３
４
７
０
万
円
か
ら
９

０
９
０
万
円
増
で
あ
る
。

問　

職
員
数
の
適
正
化
は
。

市
長　

本
庁
・
支
所
機
能

再
編
計
画
で
は
、
３
２
０

人
を
目
標
と
し
て
い
る
が

令
和
４
年
度
ま
で
は
、
現

行
の
３
６
０
人
前
後
で
い

く
。
そ
の
後
毎
年
５
人
程

度
削
減
し
、
令
和
12
年
に

３
２
０
人
に
す
る
予
定
で

あ
る
。

問　

年
度
ご
と
の
職
員
採

用
計
画
は
。

市
長　

令
和
２
年
度
は
４

人
を
予
定
し
て
い
る
。

道
の
駅
す
え
よ
し
の

子
牛
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト

問　

愛
く
る
し
い
目
を
し

た
「
こ
っ
て
」
の
子
牛
が

８
月
２
日
午
前
８
時
す
ぎ

誕
生
し
て
い
る
が
。

市
長　

私
が
７
件
の
畜
産

農
家
に
寄
附
を
お
願
い
し

１
３
１
万
円
頂
き
ま
し
た
。

問　

設
置
ま
で
の
経
過
は
。

市
長　

市
職
員
が
熊
本
ま

で
取
り
に
行
き
、
私
の
会

社
の
五
位
塚
設
備
で
固
定

し
た
。

問　

市
へ
の
寄
附
金
で
は

な
い
か
。

市
長　

市
で
は
受
け
入
れ

し
て
い
な
い
。

災
害
時
の
対
応
は

問　

災
害
時
の
体
制
の
見

直
し
は
必
要
な
い
か
。

市
長　

平
成
28
年
の
台
風

時
の
対
応
経
験
を
活
か
し
、

建
設
課
・
耕
地
課
・
農
林

振
興
課
の
枠
を
超
え
て
全

技
術
者
が
協
力
し
て
対
応

す
る
こ
と
で
体
制
の
見
直

し
は
考
え
て
い
な
い
。

問　

退
職
さ
れ
た
技
術
職

員
に
、
緊
急
時
の
応
援
要

請
の
体
制
は
作
れ
な
い
か
。

八
木
副
市
長　

Ｏ
Ｂ
の
技

術
者
職
員
の
支
援
組
織
を

作
り
有
事
の
際
や
職
員
の

技
術
力
ア
ッ
プ
に
努
め
ら

れ
な
い
か
検
討
し
た
い
。

来年から臨時職員採用
が変わるのか

市長／会計年度任用職員として採用 岩
いわ
水
みず
　豊

ゆたか

（新生会）

曽於市議会だより№ 58 令和元年11月15日発行

職員
採用計画
年度 人数
2 4
3 3
4 4
5 1
6 2
7 3
8 6
9 5
10 4
11 6
12 5

会計年度任用職員（臨時職員）の人件費の推移

採用人数 人件費 増加金額
現在 210人 3億3470万円
２年 199人 4億2560万円 9090万円
３年 188人 4億5410万円 1億1940万円
４年 184人 4億6150万円 1億2680万円

ちょっとひとりごと

職員数の適正
化はいつのこ
とやら
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